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   The THERASONIC lithotripsy treatment system,  u newly developed piezoelectric lithotripter, 
uses both an X-ray and ultrasound system and enables stone localization effective. Treatment 
of urinary stones with THERASONIC was begun in June, 1989 and 57 treatments have already been 
performed on 38 patients.Successful treatment, defined as either stone free or with a residual 
stone less than 4 mm in diameter on flat X-ray film, was accomplished in 95% of the renal stones 
and over 50% of the ureteral stones. The overall success rate was 74%. Blood pressure and 
laboratory values did not show any significant change during or after the treatment.No major 
complication has been observed except for one perirenal hematoma which was resolved with 
conservative therapy.
(Acta Urol. Jpn. 36: 1009-1014, 1990)
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緒 言
体 外 衝 撃波 に よ る結石 破 砕 治療 は臨 床 応用 が 開 始 さ
れ て まだ9年 た らず で あ るが,す でに 結石 治 療 の 中心
的位 置 を 占め る よ うに な って い る.こ の間 ハ ー ドウ
ェアの面 で の 改良 が 急 ピ ッチ で 進 め られ,衝 撃 波 の
発 生 様 式,結 石 探 査,治 療 の モ ニタ ー な どの点 で 特
徴 を 持 った 機 種 が 登 場 して い る1).今回 報告 す る.
THERASONICLithotripsyTreatmentSys-

















































THERASONICはX線 透視 台,治 療 台,コ ソ ト
P一 ル コ ン ソー ルの3つ の 主要 部 分か ら成 り立 って い
る.X線 透 視 台(UROVIEWX-raysystem)は
Liebel-FlarsheimHUTIIIを母体 と し,通 常 は 治
療 台 と連結 され て い るが これを は ずせ ば 尿 管 カ テ ーテ
ル挿 入 な どの泌 尿 器科 的 処 置が 可 能 で あ る.治 療 台 に
は 円筒 状 の 衝撃 波 発生 装 置 が組 み 込 まれ て お り,ド ー
ム状 のwaterbagを介 して衝 撃 波 を伝 達す る.治 療
台 を制 御 す る コ ン トロー ル コ ン ソール はDiasonic社
製超 音 波画 像装 置SPAlOOOに組 み込 まれ,結 石 探査,
治療 の モ ニタ ー,各 種 の 治療 パ ラ メー タ ーの設 定 を 行
う(Fig.1).治療 の 実際 は,ま ずX線 透視 台に て結
石 の3次 元的 な 位 置を 決 定 す る。 垂直 位 置 よ り頭 側 お
よび尾 側 に9。 ず つ ず れ た2方 向 よ り透視 を 行 ない,
結 石 位 置 に 関す る パ ラ メ ータ ーを 設定 す る.つ ぎに 患
者 を 治療 台 に移 す が,患 老 を載 せ たsled(金属 の平 板)
は 治 療 台 とX線 透視 台の 間 を ス ライ ドさせ る こ とが で
き患者 の体 位 を変 えず に移 動 す る ことが 可 能 で あ る.




























治療後は24時間後,7日 後,1ヵ 月後にX線 撮影,
血液検査(血算,血液生化学),尿検査,血圧測定を施
行した.な お治療24時間後には腹部超音波検査も併せ









現 在 まで38例に 延57回の 治療 を行 い,症 例 ご との治
療 回数 は1～5回,平 均 す る と1.5回で あ った.1回
の治療 に要 した 時 間は30～205分,平 均84分で あ り,
また結石 探 査,治 療 モ ニ ターに 使 用 した透 視 の 照射 時





































80%で行 った もの が,2治 療,90%が15治療,100%
が40治療 で あ り,i回 の 治療 で の 衝撃 波 数 は2,000～
12,000発,平均7,290発で あ った,な お 補 助療 法 と し
て,上 部 尿 管 結石1例 にpushupを 施 行 し,腎 結石
症 例1例 で尿 管 内に ステ ン トを 留置 した.ま た 下 部 尿
管 結 石1例 に つ い てはTUL(transureteralure・
terolithotripsy)を併用 した,Table2は治 療 後1カ
月の 時点 で の 総 合成 績 が 示 した もの で あ る.Tx(1)-
0(残 石 な し)が13例(34%),Tx(1)-1(4.Omm
以下 の残 石)が15例(40%),Tx(1)-2(4.1mm
以 上 の残 石)が6例(16%),Tx(1)-3(変 化 な
し)が4例(10%)で あ り,Tx(1)-1以 上 を 成 功
例 とみ なす と成功 率は74%で あ った.Table3は 治
療 後1ヵ 月 目の時 点 で の成 功 率 と結 石 の 位 置,最 大 径
との 関 係を 示 した もの で あ る.部 位 別 で み る と,腎 孟
・腎 杯結 石(Rz)で の成 績 が も っ とも良 好 で あ り成 功
率95%であ った.こ れ に対 し上 部 尿管 結 石(U1)で の
成 功 率 は42%,下 部 尿 管結 石(U3)で の成 功 率は75%
で あ った.腎 孟尿 管 移 行部 結 石(R3)は1例 で 無 効,
また膀 胱 結 石 は最 大 径 が30mm以 上 の 巨大 な結 石 を
2個 認 め た症 例 で あ ったが,5回 の治 療 と膀 胱 抽石 術


























ム結石 が6例,リ ン酸 カル シ ウ ム結 石 が1例,尿 酸 と





TaUle5は術 中 ・術 後 の副 作 用 を 示 した もの で あ
る.疹 痛 は11例に認 め られた が そ の うちペ ン タ ゾシ ソ
の投 与 を要 した も の(CP-1)は5例 のみ で,他 は 特
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